


赤十字防災セミナーに関するお問い合わせは
日本赤十字社各都道府県支部まで



赤十字防災セミナー

災害への備え
防災や減災の考え方、地震・津波・風水害がもたらす
様々な被害から、平時の備えの重要性を理解する。

（写真提供：神戸市）



赤十字防災セミナー

災害エスノグラフィー
被災した人々の視点で書き留められた読み物から、
災害を追体験し、被災状況をイメージする。



赤十字防災セミナー

災害図上訓練（ＤＩＧ）
地域の防災マップの作成を通じ、防災上の資源や
危険性を把握し、個人や地域の防災意識を高める。

※ＤＩＧ：Ｄｉｓａｓｔｅｒ Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ Ｇａｍｅ



赤十字防災セミナー

応急手当
身近なものを用いた応急手当をはじめ、一次救命
処置（心肺蘇生、ＡＥＤを用いた除細動等）を学ぶ。



紙面でも、
危険な場所や地域のことを考えられた。

まず自身の安全。
次に救助へ。
それが間違いないものだと思った。

地域力の大切さを思い知らされた！

皆が同じ危機感を持っていることが分かった。

災害が起こった時どうなるのか。
必要なことは何か。
具体的に感じることができた。

思い切ってリーダーとして引っ張っていく
必要があると思いました。

―赤十字防災セミナーを受講した皆様から―

自分の周りのことについて考え直す良い機会だった。


